






内田茂男先生は, 昭和40年 (1965年) ３月に慶應義塾大学経済学部を卒業され,
日本経済新聞社に入社し, 入社後は編集局証券部, 日本経済研究センター, 東京本
社証券部長, 論説委員などを歴任され, この間, 記者活動や政府の審議会委員等で
の活動を通じ日本経済を身をもって体験されてこられた｡
その貴重なご経験を基に著書 ｢日本証券史３｣ 単著 (日本経済新聞), ｢日本経済
史下｣ 共著 (日本経済新聞社) をはじめ多くの著書を著されている｡ これらの著書
は, 高度経済成長の終焉, 二度にわたる石油ショック, アメリカやEUなどとわが
国との経済摩擦の激化, バブル経済, 平成不況など, その時々に生じた課題と, そ
れに対して採られた様々な政策など, 今日に至る日本経済の流れを臨場感を持って
的確に分かりやすく, まさに ｢日本経済の生き証人｣ の証言とも評すべき内容となっ
ている｡
私もこの時代, 行政管理庁や総務庁で行政改革などの仕事を担当してきており,
行政の簡素合理化, 歳出削減, 民営化, 規制緩和, 行政の透明性向上等の改革課題
に取り組んできたが, 先生のこれらの著書から, 行政改革はまさに日本経済の変化
と密接な関連性をもって実施されてきたということを改めて認識することができた｡





政策情報学部教授 瀧 上 信 光
学の教員になってお互いに初めて知り, 同時代に生きた先輩として親近感を強く覚
えたものである｡




の取組みにより, 先生のゼミナール (テーマ研究会) から優秀な人材を多く輩出し,
国内一流企業に就職した者や, 中国人留学生の中には, 現在中国で大企業の経営者
として目覚しい活躍をしている者もいる｡ 先生は, これらの卒業生から慕われ, 卒
業後も様々な形で交流を続けているなど, 教育者として全人格的な教育を実践して
きたといえよう｡
さらに, 平成22年 (2010年) 10月の大学のユニバーシティ・アワーで全学部の学
生を対象に ｢体験的日本経済論―正義とシステムが問われた20年―｣ の講演をされ




経済入門｣ 共著 (日本経済新聞) が, 広く全国の大学生や社会人に対する経済の基
本テキストとして, 昭和60年 (1985年) 発売以来現在まで24年で70万部以上のベス







ご貢献である｡ 平成18年度 (2006年度) から４年間にわたり島田晴雄学長の学長補
佐として学長を支え, また, 学部の入試関連委員長や大学の入試センター長を務め
られ, 入学者確保にも大きな実績をあげてこられた｡ さらに, 学校法人千葉学園の
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評議員などを務められ, 学園の経営にも大きなご貢献をされるとともに, 退職後は




ナー (FP) 協会理事など, 多くの役職への就任の依頼を受け, 社会貢献を果たさ
れてきている｡
以上のような, 内田茂男先生のこれまでのご活躍とご貢献に敬意を表し感謝を申
し上げるとともに, 先生の今後一層のご活躍とご健勝を祈念申し上げ, 私の献辞と
いたしたい｡
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